
　
早
春
の
候
　
皆
様
お
変
わ
り
な
く

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
も
三
カ
月
が
過
ぎ

二
月
十
九
日
か
ら
三
月
十
九
日
開
会

の
二
月
定
例
県
議
会
も
当
初
予
算
主

要
施
策
の
二
十
七
項
目
に
つ
い
て
可

決
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
、
須
藤
昭
男
の
活
動
と
県
の
施

策
を
『
熱
血
通
信
』
と
し
て
、
皆
様

方
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
覧
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
春
の
日
差
し
を
受
け
皆
様

が
お
健
や
か
な
日
々
を
お
送
り
で
き

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
三
月
吉
日

平成22年度群馬県当初予算

群馬県の主な一般財源の状況
県　　　税…1,810億円（対前年度比▲395億円、▲17.9%）
地方譲与税…　240億円（　　〃　　＋ 77億円、＋47.2%）
地方交付税…1,338億円（　　〃　　＋ 92億円、＋ 7.4%）
県　　　債…1,174億円（　　〃　　＋220億円、＋23.1%）
　うち臨時財政対策債※ …782億円（＋277億円、＋54.9%）
　うち退職手当債………… 70億円（±　0億円、± 0.0%）
　うち通常債………………322億円（▲ 57億円、▲15.0%）
基金繰越金(財調・減債)…178億円
　　　　　　　　　　 （対前年度比▲　9億円、▲ 4.8%)
県税については昭和63年度以来の低い水準となります
※次年度以降、国から地方交付金として県に入ってきます。

１.県政改革の一層の推進
２.県民生活の安心・安全の確保
３.県内経済の活力向上

6,581億3,100万円 （▲0.4%）<予算・内容の見直し>

①長期的な課題の解決に向けた取組み
○林業公社の抜本的な改革 など

②行財政改革の推進
○事業評価を反映、全ての事業を見直し
○公共施設のあり方検討を反映した施設運営適正な組織･
　定員管理
○給与抑制措置の拡大
○収入証紙制度の見直し（新規）など

③自主財源の増額確保
○未利用地売却の推進
○広告掲載、ネーミングライツの売却 など

④県政執行体制の強化
○企画機能の強化（総合政策室）
○特定課題への強化(群馬デスティネーション推進室)など

3.県内経済の活力向上
①景気対策･中小零細企業対策･企業誘致

○群馬ものづくり改善インストラクタースクール(新規)･1,000万円

②雇用対策
○高校新卒者の雇用対策(新規)････････････････7,062万円
○ふるさと雇用先精特別基金･緊急雇用創出基金･･80億1,000万円

③ぐんまのイメージアップ
○デスティネーションキャンペーン推進････････････１億円
○全国育樹祭開催････････････････････････････････３億円

④地域の振興
○過疎地域自立促進対策(新規)････････････････6,318万円

⑤農業・林業の振興
○県産材利用拡大緊急対策(新規)･･･････････4億3,440万円
○有害鳥獣対策(新規)･････････････････････1億3,438万円

⑥幹線道路などの社会基盤整備の充実
○公共事業予算の確保(補助･単独事業含む)･････････812億円
○八ッ場ダム関連････････････････････････80億9,020万円
○交通施設バリアフリー化推進････････････････3,622万円
 　

※詳細につきましては、私のホームページよりご覧ください。

2.県民生活の安心･安全の確保
①医療の確保

○医師・看護師の確保対策、がん対策･･･････8億6,128万円
○重粒子線治療費負担軽減(新規)
○小児医療センターNICU増床整備(新規)････4億1,079万円

②福祉の充実
○地域生活定着センター運営委託(新規)････････1,700万円
○老人福祉施設･介護老人保健施設対策･････11億5,136万円
③子育て支援

○子ども医療費補助･･････････････････････36億4,170万円
○保育所乳児受入支援(新規)･･････････････････3,494万円
○児童一時保護所･児童養護施設整備････････4億1,873万円

④環境問題への取り組み
○住宅用太陽光発電設備導入推進･･････････････････4億円

⑤治安・生活環境の安心・安全
○地上デジタル放送協聴施設整備費補助･････１億1,２００万円
○事業者･大学と連携した県民防犯推進(新規)･･･････270万円

⑥交通安全・交通環境の整備
○中小私鉄等振興(わたらせ渓谷線含む)･････2億1,492万円

⑦教育・文化・スポーツの振興
○県立学校の耐震化･･･････････････････････2億9,000万円
○競技力向上対策費補助･･････････････････････････２億円
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1.県政改革の一層の推進
総　　額

３つの柱

など

など

など

など

など

など

など

など

など

など

など

など

など



　
二
月
定
例
県
議
会
最
終
日
に
お
い
て
、
自
民

党
を
代
表
し
て
平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
の

賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

他
会
派
か
ら
出
さ
れ
た
修
正
案
に
反
対
し
、
予

算
編
成
で
示
さ
れ
た
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
賛

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
一
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
県
政
改
革
の
一
層
の

推
進
」
で
は
、
林
業
公
社
の
問
題
解
決
の
取
り

組
み
に
着
手
す
る
こ
と
。
財
政
支
援
に
つ
い

て
、
補
助
金
で
は
な
く
同
様
に
貸
付
金
と
し
て

執
行
す
る
よ
う
に
強
く
求
め
ま
す
。

　
二
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
県
民
生
活
の
安
心
・

安
全
の
確
保
」
は
、
医
師
確
保
等
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
重
粒
子
線
治
療

施
設
で
の
医
療
を
受
け
る
際
の
経
済
的
負
担

を
減
少
す
る
た
め
の
制
度
も
新
設
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
も
継
続
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
柱
で
は
、「
県
内
経
済
の
活
力
向

上
」
は
、
社
会
資
本
整
備
を
行
う
公
共
事
業

に
つ
い
て
、
国
の
大
幅
予
算
削
減
を
う
け
て
、

単
独
公
共
事
業
を
大
幅
に
増
や
し
適
切
な
事

業
の
進
捗
に
必
要
な
予
算
確
保
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　
我
が
自
民
党
と
し
て
も
持
続
的
な
群
馬
県
を

目
指
し
て
、
厳
し
い
経
済
状
況
下
で
は
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
県
民
要
望
を
聞
き
な
が
ら
経
済

対
策
・
雇
用
対
策
を
は
じ
め
、
県
民
生
活
に
密

接
に
か
か
わ
る
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
や

社
会
資
本
整
備
な
ど
、
群
馬
県
の
将
来
を
見
据

　
　
　
　
　
　
え
た
真
に
必
要
な
施
策
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
全
力
で
取
り
組
む
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
で
あ
り
ま
す
。

　

質
問
通
告
で
は
、『
群
馬
県
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
』

と
『
医
師
・
看
護
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
』
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
持
ち
時
間
が
不
足
し
て
し
ま

い
今
回
は
本
会
議
で
の
質
問
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
委
員
会
で
し
っ
か
り
と
し
た
議
論

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
月
十
九
日
開
会
の
県
議
会
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、
先

の
十
二
月
定
例
会
に
続
き
、
自
由
民
主
党
政
調
会
長
と
し
て

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
の
項
目
に
つ
い
て
、
知
事
と
県
執
行
部
に
対
し
て
質
問

を
し
ま
し
た
。

①
平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

　

⑴　

財
源
確
保
と
経
費
削
減
に
つ
い
て

　

⑵　

県
債
発
行
に
つ
い
て

②
警
察
署
の
再
編
整
備
と
警
察
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　

⑴　

管
轄
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

⑵　

さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

③
外
国
人
の
地
方
参
政
権
問
題
に
つ
い
て

④
林
業
公
社
の
抜
本
的
な
改
革
に
つ
い
て

　

⑴　

林
業
公
社
の
経
営
改
革
に
つ
い
て

　

⑵　

長
期
債
務
の
圧
縮
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て
は
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

⑴
　
前
年
比
四
〇
〇
億
円
の
減
収
と
な
る
県
税
収
入
で
の
財

源
の
確
保
と
経
費
の
削
減
に
つ
い
て

　
【
総
務
部
長
】

　

行
財
政
改
革
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
事
業

見
直
し
に
よ
る
経
費
節
減
に
努
め
る
。
知
事
、

副
知
事
等
の
給
料
を
引
き
下
げ
る
ほ
か
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
鑑
み
、
管
理
職
全
員
の
給
料
を

減
額
す
る
。

　

歳
入
面
で
は
、
未
利
用
地
の
売
却
や
広
告
料

収
入
な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
に
全
庁
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
⑵
　
今
年
度
累
計
一
一
七
四
億
円
と
な
る
県
債

発
行
額
、
県
民
負
担
と
な
る
県
債
に
つ
い
て

　
【
総
務
部
長
】

　

交
付
税
措
置
を
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債

を
多
く
し
て
通
常
県
債
を
少
な
く
し
、
県
民

負
担
を
可
能
な
限
り
少
な
く
し
た
。

切らずに治す
重粒子線照射装置が群馬大学へ !

自
民
党
を
代
表
し
て
賛
成
討
論

⑴
　
市
町
村
の
行
政
区
域
と
警
察
署
管
轄
区
域
の
ね
じ
れ
に
つ
い
て

　
【
警
察
本
部
長
】

　

平
成
二
十
二
年
四
月
に
は
現
在
の
二
〇
署
か
ら
十
八
署
に

な
る
。ま
た
、平
成
二
十
三
年
四
月
ま
で
に
は
大
胡
署
を
東
前

橋
署
に
、
境
署
を
伊
勢
崎
署
に
、
大
間
々
署
を
桐
生
署
へ
統

合
す
る
。こ
れ
ら
の
再
編
整
備
に
よ
り
県
内
十
五
警
察
署
体

制
と
す
る
。な
お
、大
胡
・
境
・
大
間
々
警
察
署
は
、分
庁
舎
と

し
て
残
し
、こ
れ
ま
で
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　

こ
の
統
合
に
よ
り
小
規
模
署
の
休
日
・
夜
間
な
ど
の
強
化

を
図
り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
、
効
率
的
な
警
察
活
動
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
。

　
⑵
　
条
例
改
正
に
伴
い
十
六
人
増
員
と
な
り
県
警
総
定
員
数

が
三
八
二
二
人
と
な
る
が
、
ど
の
部
門
の
強
化
を
し
、
県

民
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

　
【
警
察
本
部
長
】

　

警
察
員
の
約
三
割
で
あ
る
地
域
部
門
を
生
活
安
全
部
門
よ

り
独
立
し
地
域
部
を
新
設
。地
域
部
の
中
に
機
動
警
ら
部
を

新
設
。安
心
安
全
推
進
課
を
生
活
安
全
部
に
新
設
。こ
れ
ら
の

部
門
に
よ
り
県
民
の
安
心
・
安
全
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
　
今
国
会
に
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
外
国
人
の
地
方

　
参
政
権
問
題
に
つ
い
て
、
県
政
を
預
か
る
立
場
に
あ
る
知

事
と
し
て
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い

　
【
知
　
事
】

　

国
家
の
基
本
・
民
主
主
義
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
問

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
憲
法
上
の
問
題
・
外
交
上
の

原
則
等
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
慎
重
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑴
　
平
成
二
十
年
度
末
に
一
六
四
億
円
と
い
う
負
債
と
な
っ

た
林
業
公
社
の
経
営
改
革
に
つ
い
て

　
【
知
　
事
】

　

県
民
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
、
林
業
資
源
と
森

林
保
全
に
努
め
る
こ
と
を
念
頭
に
、
公
社
の
廃
止
で
は
な

く
存
続
を
選
択
。
経
営
の
ス
リ
ム
化
と
債
権
の
放
棄
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
⑵
　
一
六
四
億
円
に
も
な
っ
た
長
期
債
券
の
返
済
に
つ
い
て

　
【
環
境
森
林
部
長
】

　

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
総
務
省

と
協
議
、
森
林
所
有
者
へ
の
説
明
会
等
で
関
係
者
の
合
意

形
成
を
図
る
。森
林
資
産
の
査
定
を
資
産
評
価
で
査
定
し
、

長
期
債
務
の
圧
縮
を
図
る
。
平
成
二
十
三
年
度
秋
に
再
生

案
を
県
議
会
へ
提
出
予
定
。

　

自
民
党
政
調
会
長
と
し
て
代
表
質
問

「切らずに治す」とは

重粒子線がん治療の流れ
①診察・検査
　・問診・診察・検査などで
　　治療を検討
②治療準備
　・がんの正確な位置を測定
　・治療計画を立てます
③照射治療
　・重粒子線を照射します

④経過観察
　・退院後は所定の周期にて検査等を行い慎重に経過を観察します

重粒子(炭素イオン)を体の外から当て、体の深部のがん
の病巣だけを集中して“狙い撃ち”することです。他の
健康な細胞を傷つけることがほとんどなく、また手術と
違って体を切らないので早めに社会復帰ができます。

①
平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

②
警
察
署
の
再
編
整
備
と
警
察
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

③
外
国
人
の
地
方
参
政
権
問
題
に
つ
い
て

④
林
業
公
社
の
抜
本
的
な
改
革
に
つ
い
て

AKIO SUTHO official web site

須藤昭男公式ホームページ
須 藤 昭 男 検 索検 索

e

ブログにて
日々のつぶやき
も更新中！

今を生きる私たちと
未来を生きる子どもたち
のために

群馬県議会議員･自民党群馬県連政調会長

須藤昭男
す と う あ き お

照射回数の一例 照射線治療 重粒子線治療※

肺・肝臓がん 約30回 1～2回
前立腺がん 約40回 16回(4週)

詳細につきましては、私のホームページをご覧ください。

がんを

日本で３ケ所目

※照射線医学総合研究所の実績

熱血情報トピックス


